
活動団体名︓⿅島市ラムサール条約推進協議会
活動地域 ︓佐賀県⿅島市

活動におけるテーマ・キャッチコピー
環境と産業の調和から有明海再⽣を⽬指す

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料
本事業における区分

今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む ✅

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む
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鹿島市ラムサール条約推進協議会です

• 2015年5月、肥前鹿島干潟
（57ha）がラムサール条約登録
湿地となったことを受け、2016
年に発足

• 2016～2018年 環境省の地域
循環共生圏構築実証地域とし
て活動

• 2019年「産業と環境の調和」を
図るモデル地域として、2019年
度の環境白書に紹介

• 2019～2020 地域循環共生圏
プラットフォーム構築事業に採
択

• 今回念願の事業化

有明海の保全・再生に向けて、今
年度はグリーンインフラ事業に取
り組む
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活動団体紹介



森里川海干潟が一体となったまち
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ラムサール条約
登録湿地

肥前鹿島干潟
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現時点での地域版マンダラ



鹿島市役所
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地域プラットフォームの現状

SDGs
パートナー

金融機関

大学

推進協議会

企業・団体

現在登録
４３団体

全国から募集
有明海保全を
通じたSDGs連

携協定

地元金融機関
５行

環境・産業分野 経済分野

事業の実施

ESG金融の検討

ＳＤＧｓ普及

佐賀大学
鹿児島大学

調査・助言

ＳＤＧｓ推進



プラットフォーム形成と
発展による関係構築

基金増強・活用の

ロードマップ

企業・金融の巻き込み
によるプロジェクトの

活性化

課題解決につなが
るマッチング

ラムサール湿
地保全を核と

した

SDGsの推進

鹿島流SDGsの実現
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どんな‟ローカルSDGs事業“を⽣み出したいか
ありたい地域の未来
豊かで⼈が集まる⼲潟

ありたい地域の未来を達成するための“ローカルSDGs事業”は何か

今年度取組もうとしている事
• グリーンインフラから始まる地域の⾃然資源の活⽤と経済社会の繋がりを持ったストー
リー性のあるビジネス展開 棚⽥と酒作り

• ＥＳＧ⾦融の研究
• 超⼩型モビリティカーを活⽤したエコツアーの実現 カモの⾷害→エコツアーに
+肥前⿅島駅整備計画にPPAを盛り込みたい
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事業全体の予定

ローカルSDGs事
業に向けた取組

事業詳細

SDGs

その他

協定締結（活動予算執⾏開始
◆キックオフミーティング ◆成果報告会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出
◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

関係者との協議

事業の実施

事業報告会

海岸清掃 海岸清掃 ゴミ拾い
⼤会

世界湿地
の⽇

⽶作り
酒作り

カモの⾷害

酒蔵ツー
リズム

SDGsシン
ポジウム

ラムサー
ルフェア

ナイトツアー

商談会

カモも思わず⾷べちゃう海苔の
クラウドファンディング


